て、 その 日 その 日の かすかな くらし を 立てて いました _ 

夫婦 はだん だん 年 をと つて、 毎日 はたらく のが 苦し 

あと かわ 

くな りました。 それでも じぶんた ちの 跡 をつ いで、 代 

りに はたらいて くれる 子どもがない ので、 あいかわら 

ず 夏 も 冬 もな しに、 水田の なかに つかって、 ひる やぶ 

あせみず 

よに くわれながら 汗水たら して はたらいて、 それでも 

ひまが あると、 水に 縁の ある 神様 だとい うので、 水神 

やしろ 

さまのお 社に、 夫婦して おまいりして は、 

「神 さま、 神 さま、 どうぞ 子ども を ひとりお さずけく 

ださい まし。 子どもで さえ あれば、 かえるの 子で も、 

つぶの 子で もよ ろしゅう ございます」 



たにしの 子 は、 人間の 子と ちっともち がわない 言葉 

で、 そうはつきり こたえて、 

「さあ 出かけよう。 はい、 しい、 しい」 

と、 じょうずに 声をかけました。 馬 は ひひん といな 

ないて、 ぱ つか、 ぱ つか、 あるき 出しました。 

でも 心配な ので、 おとうさんが うしろから そっとつ 

うまかた 

いて 行きます と、 たにしの 子 は 馬の 上から、 馬方の す 

ると ぉリ かけ 声 ひとつで、 きょうに 馬 を 進めて 行き ま 

まが かど 

した。 林の 曲り角 やせまい やぶの なかに かかる と、 は 

いどう、 はい どう 馬 を 止めて、 ゆっくり あるかせます _ 

あぶない 橋の 上で も 溝川の ふちで も、 ほい、 ほい、 い 



こういうと、 姉の むすめ は 半分 もき かずに、 

「まあ 田の なかの きたない 虫つ けらなん か」 

と、 おこった 声で いって、 畳 をけ 立てて 出て 行き まし 

た。 

いもうと 

そこで、 こんど は、 妹 のむ すめ をよ び 出しました _ 

「かわいい たにし どの を、 お前 はむ こに とりたい か」 

こういうと、 妹の むすめ は、 

「おとうさんのお 約束な さった ことなら、 そのと おり 

にいた しましょう」 

と、 すなおに こたえた ので、 とうとう、 たにしの 子 は 

長者の むこになる ことにな りました。 



こに ちゃんとの つていた はずの、 たにしのお むこさん 

す 力た た J しし 

の 姿が 見えません。 鳥居の 台石から ころげ 落ちた の 

かとお もって、 そこら を きょろきょろ 見 まわしました 

が、 それらし いものの かげ も かたち も 見えません。 

もしゃ からすが、 ついく ちばしの さきで つばんで、 

持って行 つたので はない か、 どうかして そこらの 田の 

なかへ でも、 ころがって 行った ので あれば いいが とお 

もって、 およめさん は 田んぼの なかには いってみ まし 

た。 春 さきのこ とで 田の なか は、 水が じくじく わき 出 

していて、 田の 草の なかから、 すみれ やげんげ の 花が、 

顔 を 出して いました。 



およめさん は よそ行きの きれいな 着物が、 どろで よ 

ごれ るの も わすれて、 水田の なかへ はいって 行き まし 

た。 そうして、 

「つぶ、 つぶ、 お 里へ まいらぬ か。 

つぶ、 つぶ、 むこ どの、 どこへ I かた、 

お 彼岸まい リに さそわれて、 

からすの くちに つつかれな、 

犬の 足に ふまれるな」 

といいながら、 田から 田へ とさが して まわりました。 

どこへ 行つ て もた にし は 数 しれず うじゃうじゃ ころ 

がって いますが、 それが あんまりお おすぎて、 どれが 
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